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『血忌・ウルムチ・カシュガルへ
　　　　　　　　　　　　　　　（仏教文化の旅から）』※
三友筆順※※
はじめに
　筆者はかつて，1980年の夏に初めてr日中学術交流代表団』の1員として信証を訪問した。
その時は，酒泉・柳園を経由した鉄道と小型バスを利用しての長時間の旅であった。この時の
訪問でも，一行は当時の北京大学副学長・季　羨林博士の周到なご手配をいただいた。その旅
に同行された方々のうち，団長の中村　元博士（前東方学院々長）は昨年10月10日に，団員の
一人野村耀昌博士（立正大学名誉教授）はすでに先立って故人となられている。そして，代表
団一行に親しく漢詩を寄せられた1，中国仏教協会の会長でもあった趙　撲初居士も，本年
（2000年）5月にお亡くなりになった。
　今回の「仏教文化の旅」は，筆者には，数年ぶりに北京で季　羨林博士にお目に掛かれるこ
とが，もっとも大きな目的であった。現代中国を代表する文化人でありかつ世界的なインド学
者でもある季　羨林博士と，初めてお会いできたのは1980年の初春のことであった。混乱後
の，中国の斯学の学者との公式の接触が実現できた。文化革命後，日本と中国とのインド学・』
仏教学領域の研究者たちとが，具体的な交流を始める端緒が開けたのである。
　季博士は，当時，北京大学副学長，南亜研究所長の要職にあった。中国商業部のはからい
で，初めて，北京大学構内の未名湖（Unnamed　Lake）畔の竹林にたたずむ応接室で，季博士
が，報告者とその時に同行してくれた義妹・高橋法子の2名に面会してくださった。その季博
士が，欧米の研究者による学術報告などを通して知る名高いJI　Xian　L1n博士であることが後で
わかった。その後，季博士とは岳父・室伏佑厚家族ともども親しくご交誼を賜ってきた。
　1988年に，北京大学の建校90周年記念が催された。その記念写真集に載る「東方語原系教師
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が外国の学者を接待し学術検討を行っている」と記された一葉の写真には，季博士たちと親し
く談笑する筆者の横顔が写っていた。
　後に，李　玉潔女史（季博士秘書）から，その写真をわざわざ，記念写真集におさめるよう
に配慮してくださったということを聞いた。中国には，「水を飲む時には，井戸を穿った人の苦
労を忘れてはならない」という諺があるという。季博士との出会いは僥倖である。それを促し
助成してくれた岳父・室伏の，故・石橋湛山首相秘書いらいの中国との交流にかける熱い思い
を筆者は，決して忘れることはない。
　以下は，北京での季博士との面会と，敦煙・ウルムチ・カシュガルへのr仏教文化の旅』の
報告である。この種のスポット・リポートは，既刊の案内書とは異なりまさに震付いた報告で
なければならない。現地のガイド諸氏やそこに住む人々から得た情報には，或いは報告者の聞
き違いやかれらの思い違いもあるかもしれない。しかし，そうした点を差し引いても，報告の
意義は大きいと考えている。報告者が立正大学ほかで担当する『仏教文化（論）』の講義は，広
義の「社会福祉」に属するものである。「仏教文化の旅」は，これまでの仏教福祉のみちのりを
訪ねる旅であり，これからの社会福祉を考える旅でもあると思っている。
1．北京大学での，季　羨林博士との面会
　今回の旅は，『人間の福祉』第7号（2000年3月）に寄稿した「中国，天台山・普陀山への訪
問」でも紹介した，報告者の知己・丸山勝己氏が団長となって実施されたものである。丸山氏
が企画した過去12回の中国訪問のうち，報告者は，昨年の天台山の旅に続いて2度目の参加と
なる。この訪問では，報告者が亡き師父（嘉海院日理上人）いらい厚誼をいただいている西川
裕子氏（新宿・常円寺〔住職：及川周介師〕信徒），古橋花子氏（義弟は身延の正慶寺住職・市
川英昭師〕などの参加があった。
　中国国際航空（CA）926便は，出発日の8月3日の北京の天候が悪く，成田への到着が遅
れ，そのために出発も1時間ほど遅れた。中国と日本との時差は（一）1時間である。広大な
中国ではどこでも，北京時間を標準時間としている〔但し，後に述べるように，ウルムチやカ
シャガルではかれらは北京時間の他に現地時間を使い分けている〕。北京空港に到着したのは
現地時間で午後6時40分であった。
　昨年11月にオープンしたという新しい空港ロビーの建物内部は広く，外観とは別の趣があっ
た。空港から市内までの約18キロの高速道路脇には「110キロ」の制限速度が標示されている。
環状線に入っても市の中央部までは信号がない。立体交叉である。車に関心のある報告者に
は，昨年の上海訪問とは別の光景が目に入った〔ちなみに，上海ではドイツのスポーツカー・
ポルシェが高速道路を走っていて，中国の大都会の変貌に驚いた〕。
　北京空港周辺では，フランスのシトロエン，プジョー，ドイツのアウディ，ワーゲン等が目
についた。もちろん，それらは中国との合弁で現地生産されたものが殆どである。日本車は一
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部の車種やメーカーを除いて以前よりは少なく感じた。そして，かつては政府の高官が乗って
いた「紅旗」がタクシーとして使われている。現在の紅旗は恐らく「アウディ100」がベースと
なっているのであろう，かつての重厚なおもむきのあった純粋な国産車ではない。加えて，北
京市内には新しいホテルや高層ビルが陸続と建設されている。建築関係にくわしい，今回参加
した君嶋廣幸氏（東京土建大田支部委員長）が「2008年のオリンピックの誘致に関係があるの
だと思いますよ」と教えてくれた。
　一行が，宿泊先の「友誼賓館」に着いたのは午後8時を回っていた。あらかじめ現地の旅行
社が李　玉潔女史と連絡をとっていてくれて，予定では季博士と李女史とを囲んで，会食をホ
テルでするはずであった。ただし，くれぐれも失礼のないようにと，旅行社には重ねてお願い
をしてあった。
　高齢の季博＝ヒは，わざわざ7時には，我々一行を出迎えるためにホテルに来てくれていた。
しかし，飛行機の到着が遅れたのと，フロントとの連絡が不十分であったために，メッセージ
を残して，お帰りになったということを知らされた。季博±にたいする申し訳なさの気持ちと
共に，落胆は大きかった。この会食以外には，今回の旅行で季博士にお目に掛かれる時間が組
み込まれていなかったのである。
　翌日は，敦煙への出発前に，午前中，天壇公園ほかの観光が用意されていた。その日程を変
えることは出来ない。報告老は，勝手な行動ではあったが，昼食には一行と王旭丘で合流する
ことにして，1人で季博士のお住まいを訪問することにした。以前に1度，北京大学での国際
シンポジウム開催のおり，季博士のお住まいに招かれたことがある。季博士のお住まいは北京
大学の構内にある。広大な構内では学生寮だけでなく教職員の宿舎もある。構内の蓮池（北京
大学の人々がその蓮を「季蓮」と呼んでいるという）を臨んで季博士の住居がある。
　季博士は，現在89歳である。報告者は，季博士のご家族の言卜報も耳にしている。90歳近くに
なった今も外国からの研究者たちの訪問が多いと聞いている。報告者の話しを聞いて，丸山氏
夫人・芳子さんが同行してくれることになった。中国の各種方言にも通じている彼女が，すす
んで道案内を申し出てくれた。丸山氏が，今回，どうしても季博士に面会したいという報告者
の気持ちを察してくれたのであろう。そのお蔭で，善良なタクシー運転手にも出会い，彼は北
京大学の構内でも，しばしば車から降り
て，季博士の住まいを訊ねてくれた。
　「季蓮」池に近く，季博士の姿があっ
た。数人の訪問者たちを屋外で見送ってい
るところであった。李女史も側にいる。タ
クシーから下りた報告者は，嬉しさと懐か
しさに心が踊り，博士の手をシッカリと
握った。李女史にいざなわれるまま，博士
の書斎に我々は通された。書架を埋めつく ①
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す書庫の部屋に隣接して書斎がある。壁には，専門家が撮ったものであろう，博士の写真が一
面に置かれていた。
　報告者は，昨年の中村　元博士の計報をあらためて伝えた。季博士にお会いして，直接，お
伝えしたいと考えていた。すると季博士は，静かにうな
ずいた．季融・餓前にドイ・で，高名な・ン・学者塾四謡繕輝瀞
のもとで研究を続け博士号を得ている。ドイツ語も英語
も堪能である。中村　元博士とお会いになると，必ず，
お二人置ドイツ語で談笑されていた。
　報告者の近刊2冊に，手土産の博土の好物を添えて
語った。「中村　元博士も，R．　C．バンディーや博士も
他界されたいま，私には恩師とお呼びすることの出来る
先生は，季博士以外にはいなくなりました。」，それは報
告老の本心である。「ジーヴァトウ・シャラダーム・
シャタム（どうぞ，百歳以上も，お元気でありますよう
に）」，サンスクリット語に堪能な博士に，そう申し上げ
た。季博士は，「そう言ってもらって有り敵う。」と静か
に微笑んで応えてくれた。
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　季博士の『著作集』が最近北京で刊行された。インドの叙事詩rラーマーヤナ』を初めて原
典から中国語に翻訳したのも博士である。博士の指導を受けた内外の学者たちが，現在では各
方面で活躍している。報告者は，博士の校注した『大唐西域記校注』〔中華丁丁1985年，北京〕
を出版のその年の7月に直接戴いている。拙著『玄弊』〔清水書院，1994年，第1刷〕では有り
難く利用させていただいた。
　博士が，ペルシャ猫を大切に飼っていることを知る人は少ない。以前，訪問の際に，博士
が，猫に爪で引っ掻かれた手の傷を笑って見せてくれた。いまも，4匹のペルシャ猫がいると
いう。博士の許しを得て，写真をとらせてもらい，季博士の健康を案じて，我々は再会を約束
して博士の家をあとにした。〔一期一会のことばがあるように，報告者は，この面会が或いは最
後のものとなるのではと考えていた。〕季博＝ヒは，敦煙の文物院の院長・簗　錦詩女史に，我々
一行のために便宜をはかってくれるよう手紙を託してくれた。〔その紹介状は奨院長の許可を
得て，報告者がもらってきた。季博士の人柄を偲ぽぜる紹介状をここに載せておきたい。〕
1．遠離への訪問
　8月4日（金），北京発18時35分のWH2156便に搭乗した一行は，銀川経由で敦煙に向かっ
た。小型ジェット機のために，途中の銀川では，燃料補給のため，空港ロビーでの待ち合わせ
が40分ほどある。20時30分に銀川空港に到着した一行は，完成後まもない立派な空港ロビーま
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で強風の中を歩いた。風のためか外気温もだいぶ低い。砂漠地帯の昼夜の寒暖の差を悪つた
が，後に脱捨やウルムチでは昼夜の差はさほど感じなかった。
　敦煙の空港には22時50分に到着した。それ
・での近代的な凸型川朧・ピー・は
異なり，古めかしい小さな空港が砂漠のオア
シスの町を感じさせる。
　市内のホテル「太陽大酒店」までは車で約
30分強の距離である。この近代的なホテルと
町の様子は，報告者に，これまでの年月の経
過を感じさせた。初めて敦燵を訪問した時に
は，まだ今日のようなホテルと呼べるような
舞壌
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ものはなかった。前年の洪水のためもあってか，我々一行は，土間にそのまま木製のベットを
置いただけの簡易宿泊所で，朝，洗面器1杯の水を給され，それで洗顔などすべてをまかなっ
た。
　今回滞在した太陽大酒店は，最近，それまでの3ツ星から4ツ星ホテルに格上げになった。
現在は敦煙の街には120もの大小のホテル（旅館）がある。そして人口も15万人になったとい
う。現地の様子はなかなか旅行案内書では正確なことがわからない。特に，中国では尚更であ
る。こうした観光地や都会では近年，早い速度で人口も増加し町の様子も変わっている。数年
の内に，大きく変貌を遂げているのである。
　敦煙は海抜1，100メートルの砂漠の中のオアシスと表現してもよい。東西の文化が行き交う
通商路としてのザイデン・シュトラーセン（Silk　Road，、締綱之路）の重要な拠点であった。現
在の甘粛省酒泉区敦燵県には名高い『莫高窟』の千仏洞がある。莫高窟の開窟は，4世紀の中
頃から始まったと伝えられている。
　19世紀末の1899年，ハンガリーのロクチ（R．D．　Loczy）が三斜を訪れ，その報告から20世紀
初頭には，イギリスのスタイン（A．Stein）やフランスのペリオ（P．　Pelliot），つづく日本の大
谷探検隊やアメリカのワーナー（L．Warner）などによる調査によって，敦燵が世界的に脚光を
浴びることになった。三冠の割高窟第17洞の内部から数多くの貴重な古文書資料が偶然発見さ
れたのである。これちは敦燵文書として世界の学会の注目を得，敦燵学としての学問分野を確
立して今日に至っている2。
　　『漢書』に載る敦煙郡は西紀前88年に，酒泉の地を分かって置かれた。黄河の中流域に展開
した漢民族の文化圏に属する，河西の西端にこの地がある。莫高窟17洞から発見された蕪蒸文
書には，漢文のほかチベット語の文書，サンスクリヅト語，ソクド語，ホータン語，クチャ
語，西夏語などの文書が含まれている。その資料も仏典のみならず道教や儒教の典籍，唐代の
文学・地誌など他方面に及ぶ。
　晋末から南北朝の興るまでの5胡16国の時代に，敦煙の仏教は最も栄えた。敦煙は，漢民族
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のみならず異民族にとっても重要な西域の拠点であった。異民族のかれらが仏教を受容した理
由の1つは，仏教のもつ他の世界宗教には見られない特色にあった。仏教は，特定の民族意識
や宗教共同体といった枠を超えて普遍性を有していたからである。
　敦煙は三代（7世紀）には河西5州（涼州・三州・三州・瓜州・沙州）の重要な拠点であっ
た。元代（13世紀後半）になると敦煙は「沙州」と称された。マルコポーロが敦煙に立ち寄る
（1274年）のもこの頃である。
　我々一行は，翌朝（5日），8時30分にホテルを発って専用バスで玉門関に向かった。敦煙の
人口が近年とみに増えたのは観光地であるからぽかりではない。町から8キロほどのところに
青海省石油会社の社宅が列なり，約2万人ほどの従業員が住んでいる。
　三代に設けられた玉門関までは，現在は道
路も舗装され快適なみちのりであった。下肥
の町から玉門関までは98キロ，車では1時間
半ほどかかる。その玉門関の跡も，近代に
なって木簡が発見されてわかったものであ
る。ただし，その跡は，玄弊三蔵当時の唐代
のものではない。唐代の玉門関はそれよりも
東に位置し，現在はダムとなっているとい
う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
　今日の敦煙の主な産物は，小麦・とうもろこ’し・葡萄・綿などである。米は採れないとい
う。産業は，農業・観光・工業の順である。敦煤の町の郊外には，ビニールハウスがあった。
蒲鉾型で背面の半分が土壁のようになっている。こうしたビニールハウスは15年ほど前から見
掛けるようになったという。ナス・瓜・胡瓜・ピーマンなどが主に栽培されていた。
　玉門関にいたる道筋には，元代の大きな狼煙台が遠景に見える。漢代のものでは，高さが
9．7メートルのものがあるという。敦煙から長安まではおよそ1，700キロの距離である。隊商は
到着までに約2ケ月間を要した。それが狼煙では2～3日で届いたと現地の通訳氏が説明をし
てくれた。道路の左右はゴビが果てし無く広がる。ゴビはモンゴル語で「草木の生えない土
地」という意味があるという。三門に来て初
めて大地の広さを知る，という中国の古い言
い伝えば，我々を頷かせる。　　　　　　　　　　　　』　　脳一．．
　玉門関からの帰路，一行を乗せたバスは陽
関に向かった。陽関は三三からは75キロの距
離である。「西のかた陽関をいずれば故人
（知人）なからん」と唐門の四維が感慨をこ
めて詠んだ場所である。現在，この陽関に
は，近年になって観光客のために建造物が建　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤
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てられている。近くの村からは主導や馬が連れてこられ，観光客を乗せて楽しませてくれる。
この日の昼食は，陽関に近い「農家園」であった。周囲は葡萄畑に囲まれ小川も引かれてい
る。たわわに実った葡萄をテーブルで賞味しつつ，一行は暑熱のなかの少時の休息を楽しん
だ。
　郊外に設けられた，映画r敦煙』の舞台となった敦煙撮影城は，大部分が撮影闘取り壊され
ることなく保存されている。造り物とはいえ，往時の城内の停まいが窺えて興味深い。懇親
山・月華泉へはその日の夕刻の観光となった。そこにも，多くの潮齢が観光客を待っていた。
鳴沙山までは町から7キロ程の距離である。報告者は，陽関でも，この鳴砂山でも酪駝に乗っ
てみた〔30元。日本円は×14〕。乗り心地が良いとは言えないが，砂漠を行く隊商の気持ちがわ
ずかながらでも伝わった。
　小高い砂丘の鳴沙山に囲まれるかのよう
に，月牙泉がある。砂漠の小さなオアシスの
趣がある。文字通り，三日月型の泉である。
そこにも近年造られた建物が建っている。鳴
岡山には，現在400段ほどの簡易的な階段が
設けられている。沙山を直接降りて楽しんで
いる人々もいる。古橋さん君嶋さん，柄澤文
雄さん，そして若い河村幸雄さんたちが，元
気にその山を登り，声を弾ませていた。
難i繍
鍵…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥
　莫高窟へは，翌8月6日（日）の訪問となった。階高窟は町からおよそ25キロの場所にあ
る。このあたりの平均海抜は1，400メートルである。この日の気温は最高が28度，最低気温は
18度であった。一行が敦煙に滞在中，小雨が幾度か降っ
た。降雨は今年になって7度目であるという。しかし，
乾燥した風土のために多量の雨が一度に降ると直ちに洪
水を引き起こしてしまう。1ヵ月ほど前の洪水で壊され
た橋梁の修理のために，一行を乗せたバスは迂回して橋
を渡らずに水の流れの少ない川を越すことになった。
　「莫高窟」としたためられた大きな扁額は，近代中国
の文学者・郭　末若氏の書である。報告者の岳父と郭氏
の次男家族とは遠戚になり，現在も交誼が続いている。
莫高窟の17洞発見から今年は丁度100年目にあたる。今
年の7月19日から8月1日まで，記念シンポジウムが開
催され，内外の研究者たちが集ったということを現地ガ
イドの閻氏が語ってくれた。
　莫高窟には500近い窟院（洞）がある。そのうち公開さ
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れているものは60余である。窟院のうち，唐国のものが圧倒的に多い。続いて晴代のものであ
る。全窟洞には2，4！5体の塑像が確認されている。その最大のものが35。5メートル，最少のもの
は数センチの仏像まであるという。洞や仏像の説明は，解説や紹介書によっても相違がある。
最近の調査にもとつくものは，それまでのものと変わっている。例えば，第130洞の最大の仏像
は，解説書によっては約33メートノkとある。ところが最近になって，その足下を掘り下げて行
くと，唐代の層にまで達したのである。そこで，現在ではその仏像が35．5メートルの高さがあ
ることがわかった。
　撃高窟の見学に先立って，報告者は，敦煙　　』藩脇明。＼
文物院の院長礎　　　　　　　…1蕊　　　　　　　　　鰍史に面会し鱒難
士からの紹介状を手渡した。報告者が1980年
に，初めて訪問した時の院長もこの焚女史で
あった。彼女は，季博士の教え子でもある。
筆綾蒲禁：瓢篇u鋤嘱講、
のはからいで，賠都関心を懐、、ていた第　輪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職瓢　　討鷲器
285洞ほかの見学を許された。〔第285洞の中
央部分の台座には現在は何も置かれていない。
?????
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おそらく周囲の配置からみて，この洞はチャイ
ティや窟ではなったかと思う。内部には禅窟のような形の洞が幾つか掘られている。早早当時
には，瞑想のために利用されたものであろうか。その後，禅窟の前面に仏像が安置されたもの
であろう。〕第057洞の，壁画に描かれた美しい観世音ボサツ像も，写真とは異なって見る人を
圧する力が濫っていた。第428洞や特別に拝観できた第285洞には，壁面に「飼虎捨身」の物語
が描かれている。法隆寺の「玉虫厨子」にも描かれているこの薩撞太子の捨身物語は，漢訳
『金光明経』の流布とともに，東アジアの人々にも広く親しまれた。第172洞には向かって右壁
に『観無量寿経』の浄土変が描かれている。「変」は変相の意味で，経典の内容や説話を図絵に
したものをいう。こうした変相を観ると，当時の人々の理想世界によせる理解が窺えて興味深
い。
　ガイドの閻氏（男性27歳）に，幾つか訊ねてみた。莫高窟へ行く途中，広々とした道路の左
右に住民の墳墓がいくつも点在している。大きな石版の墓碑が建っているので，それとわか
る。敦燵の人々は，年に2度，清明節（4月上旬）と旧暦7月15日に先祖の墓参を行うとい
う。その時には，家族が饅頭・果実・地酒・紙銭などを墓前に供える。ただし，線香は持って
いかない。旧暦7月15日は仏教の孟蘭盆会とも関係があるのであろう。甲声の人々は，性格的
にも比較的おっとりとしていると彼は言う。
　幹事には「雷撃寺」という仏教寺院がある。そこには帯説仏教協会が置かれている。寺院は
最近建てられたものである。現在，約10名ほどの僧侶がいると聞いた。ほとんどが年配の僧侶
である。黒氏に，かれらが出家して僧侶となるのはどういう目的からなのだと思うかを訊ね
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た。一般の人々の僧侶にたいするイメージがそれでわかるからである。すると，彼は「善を積
むために出家したのだと考えている」，と答えた。積善の家には余慶，不積善の家には余殊があ
る，という『論語』のことばが思いおこされた。
　仏教や宗教にたいして，若い琴師は特別，否定的な気持ちを懐いていない。敦煙という環境
がそうした気持ちを育んでいるのかも知れない。しかし，彼は，「わたくしも早く中国共産党の
党員になりたいんです。」と言っていた。それは「早くエリートとして認められ活躍したい」と
いうようにも聞こえた。
皿．ウルムチへの旅
　ウルムチ（Urumqi）訪問は，莫高吟の見学を終えた同日6日の午後19時発のXO9220便が予
定されていた。それまでの自由時間にはホテル近くにある繁華街を散策して楽しんだ。夜市の
にぎわいもさることながら，敦煙の昼間の街も活気を呈していた。日本でも，近々，新幹線車
両内の飲料水が廃止され，車内では水が有料となるらしい。それは衛生上の理由からであると
いう。テレビで報じていた。日本を離れると，水の有り難さを身にしみて感じる。
　敦煤ではビールが5元（元は圓の簡略字。日本一で70円），ミネラル・ウォーターやジュース
他の冷たい飲料もだいたい同じ値段である。それならビールとばかり，いつも陽気な柄澤氏
が，その勢いで通りに面した理髪店で調髪をしてもらった。その調髪料が10元であったと言
う。出来上がりも決して見劣りはしない。
　敦煙空港の出発ロビーにも，有名な夜光杯をはじめとする土産物が幾つも並んでいた。それ
らがほとんど，現地旅行社が案内した町の土産物店で，一行のうちの勇気ある人たち（？）が
トコトソ値引きさせて買ったものと同じ値段であったのには，皆，苦笑してしまった。こうし
たことに詳しい丸山氏は，よく「半値の8掛け」と言って笑わせていたが，それもあながちこ
うした観光地では冗談ではなさそうである。同様のことはインドでも感じたことがある。
　我’々一行を乗せた中国西北航空（XO）9220便は定刻に離陸し，ウルムチ空港には20時50分
に到着した。空路1時間50分の旅である。飛
行機が西に向かっているので，いつまでも明
るい。眼下には，はてしなく砂漠が波のよう
に続く。空港から滞在する新彊ホリデイイ
ン・ホテルまでは車で約40分ほどの距離であ
る。近代的なホテルのロビーからは専用テレ
ホン・カード（50元）で国際電話をかけられ
る。
　ウルムチは新彊省となる。新彊全体の人口
雛
　　　　　　　　　　　講…i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨
は1，600万人，ウルムチには現在160万人がいる。ウルムチの人口も50年代には7万人，80年代
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の解放以降になって急激に増えたという。ウルムチは東西に横たわる天山山脈の北側を走る天
山北路に添っている。山脈の南側が天山南路である。この天山山脈の南側にはタクラマカン砂
漠が広がる。タクラマカンは「入ったら出られない」という意味がある。その広大な砂漠を南
北に挟んで，天山南路の「北道」と「糸道」が伸びる。「北道」は東のローランからクチャ，
トゥムシュク，カシュガルへと続く。そして「南道」はローランからニャ，ホークン，ヤルカ
ンドへと続いている。
　ウルムチでは，立正大学・法華経文化研究所客員研究員のアルズグリさん（新講大学講師）
が一行の到着を待っていた。彼女の夫もウイグル人である。夫が石油会社の研究所勤務とはい
え，子供2人をおいての日本留学は，スカラーシップなしには難しい〔一般の平均月収が7－
800元である〕。ウルムチでは人々が，北京時間とは別に現地時間〔北京時間（一）2時間〕を
使い分けている。この方が，実際の時間感覚に近い。現地のガイド氏によると新組には13の民
族がいて，そのうちの11民族はムスリム（イスラーム教徒）であるという。ウイグル人も98
パーセントはムスリムであると聞いた。イスラーム教徒は，『クルアーン（コーラン）』の教え
を固く守っている。
　報告者は，かってパキスタン側からインダス河添いのカラコルム・ハイウエーを北上して，
クンジェラブ峠まで行ったことがある。そこは中国との国境である。その時に，イスラーム教
徒たちが禁酒を固く守っていることを実際に知った。今回，ウルムチのガイド氏にたずねる
と，パキスタンでもウルムチのムスリムでも多少のお酒は飲みますよ，と気さくに話してくれ
た。寛容なイスラーム教徒と言うべきであろうか。
　ウルムチの主な産業は，紡績，石油，農業（綿），製鉄などであるという。ビジネスマンの中
には，個人のモスクを持っている人もいるらしい。イスラーム寺院（モスク）であるかどうか
は，ここではドーム型の屋根の上の尖塔に三日月が付いているかどうかで判別できる。中国で
はイスラーム寺院を「清真寺」という。「清真」はかれらの食事を意味することがある。「清耳
漏庁」ならば，イスラーム教徒の食事を給することのできるレストランのことである。
　翌8月7日（月）は，朝食後，紅山公園を観光した。公園は小高い丘になっており，眼下に
臨む現在の高速道路はかつてのウルムチ河で　　　、、　　　　「　　・　一＝il摩羅懇譲
あ・・地元の年酉己者たち磯人か・思・・思い
に気功体操をしている・泣輪人・増力口に比・錦陸棚〆’rゼ鎗、…「鹸語，叢、
例して，ウルムチの環境汚染も深刻なようで
ある。大通りに環境保護をうったえる看板が
あるのが目に入った。紅山公園には大仏寺と
いう仏教寺院があるが，それは80年代に入っ
て再建されたものである。解放軍によって多
くの宗教的建造物が破壊されたという。ただ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑩
し，イスラームのモスクは破壊を免れた。軍隊の中に現地のムスリムたちが大勢いたからであ
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る。
　ウイグル族自治区博物館（乳下博物館）には商・周時代（新石器）から春秋戦国，秦・漢時
代，晋から唐代，そして宋・元から明・糊代にいたる様々な出土品が展観されている。なかで
も，’ uラーフミー文字に属する書体で書かれた経典の写本や断簡が幾つか展示されていて驚き
を感じた。まだ，そうした資料は未整理らしい。サンスクリ・ット写本を扱ってきた報告者に
とって非常に興味深いものである。アルズグリさんによると，古ウイグル語で書かれた仏教関
係の資料も数多く発見されているという。これからは学者として，帰国後の彼女へ寄せる期待
は大変大きい。
　ウルムチの中心街には，「天山百貨大櫻」がある。そのデパートは10時30分から21時30分まで
が営業時間である。報告者は，記念に中国製
の懐中時計を手に入れた。クオーツ全盛の時
代に，手巻時計である。我々には安くともか
れらの月収の約半分の値段である。街の大き
な市場には，ラグビーボールのような形の大
きなハミ瓜が売られている。この季節にもっ
とも美味しい果物である。体格のよい茨田一
男さん（東京±建大田支部・前委員長）がハ
ミ瓜と並んでも，その大きさがわかる。二行
　，　　　　　　　　　　貝
麟謙轟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑪
は　たまたま1人で旧い物をしていた優しそうなアルズグリさんのご主人と市場で出会った。
後で，彼女に聞くと，「いつも彼が買い物をしてくれるんです。」と微笑んでいた。
　ウルムチにはカシュガルからの帰路，再び立ち寄って！嘱することになっている。7日の19
時10分発のXO9901便は，20時40分にカシュガルに到着の予定であった。ところが，旅行シー
ズンのために，大幅にフライト・スケジュールが変更されていた。ウルムチを発ったのは22時
30分のことである。をしてカシュガルの色満賓館ホテルに着いたのが，24時30分であった。シ
ルクロードを旅した往時の人々の苦労には比すべくもないが，さすがに，連日の旅の疲れが出
た。
W．カシュガルの訪問
　我々が滞在した色満賓館（Seman　Hotel）は，ロシア領事館のあった場所にある。かつての領
事館も，現在そのまま保存されている。カシュガル（Kashgar喀什）はウイグル語による地名
である。中国ではカシ（伽師）と呼ばれている。カシにはトルコ語で「玉」の意味があるとい
う。新彊では玉を多く産する。カシュガルでのガイドはヤリクン氏であった。ウイグル語で
「火山」の意味があるという。30代の2児の父である。
　カシュガルは古くは「疏勒国」の名でも知られていた。玄鼻の記録には「怯沙国」と音写さ
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れている。玄弊は，天竺の旅の帰路，ここか
ら天山南路の「血道」を選び，東に進んで敦
燵に戻っている。玄弊は，この国の当時の興
味深い風習を伝えている。それは，子供が生
まれるとその子の頭頂を押さえつけて，偏平
にしてしまうというものである。これと同じ
習俗が，屈支．（クッチャ）にもあるというこ
とを玄舞は伝えている3。もちろん，現在は
そうした風習は聞かない。
　8月8日（火），滞在した色満廷館には，早
朝から多くの旅行者が，思い思いにシルク
ロードへ旅発つ準備をしていた。友人との数
人の旅もあり，団体の旅もある。日本製の4
輪駆動車をチャーターして砂漠の旅をしてい
るというアメリカ人もいた。報告老にとっ
て，カシュガルは特別の地である。それは，
ロシアの総領事ペトロフスキーによって蒐集
された『法華経』の写本〔カシュガル写本と
鹸・㍉
⑫
灘
鑛灘難織癖臨証襲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬
呼ばれている〕と関係の深い地であるからである。彼の赴任当時の領事館は自由に立ち入りが
許されていた。内部には，ロシア風の大きな壁画がかかっている。室内の趣も当時のままであ
る。ペトロフスキーは，カシュガル赴任中，地元の人々から貴重な資料を膿めた。その中に，
『法華経』の写本が含まれていた。このカシュガル写本
には，羅什訳『妙法蓮華経』に訳出されている語句がし
ばしば見出される。法華経研究者にとっては貴重な資料
である4。
　1日だけの滞在ではあったが，朝食後，専用バスで香
妃廟や市内で最も大きなモスク（ldkah　Mosque），民族
幼稚園などを参観した。市内には道路課にポプラ並木が
続いている。カシュガルではモスクの建材もこのポプラ
の樹を用いている。イスラーム教を中国で「回教」とい
うのは，ウイグル人（回鵤）や回族（イラン系の民族）
のかれらが信奉している宗教ということで，そう呼ぶ。
香妃廟は一族が葬られている大きな廟である。モスクや
廟には青や緑の色彩が多くほどこされている。オアシス
の緑や水の色が表現されていると，現地のガイド，ヤリ
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クン氏が説明を加えた。
　廟に隣接するモスクには，礼拝所の脇にタ
ハトルワン（吟興駕）が置かれていた。亡く
なった人を運ぶ駕龍である。亡くなると老人
は黒，若い男性は青，女性は赤い布で遺骸が
包まれるという。香妃廟の外層や壁にはめこ
まれている大きな青色のタイルはヤルカンド
で焼いたもので，350年前のものだという。
地震のことを聞いたところ，ヤリクン氏は，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑮
15年間ど前にオーバル（Opar）で震度7の大地震があったと説明した。最近では2－3年前に
カシュガルから75キロほど離れたベイズオト（Payziwat）で震度5の地震がおきたという。た
だし，それ以前には彼には地震の記憶がないと話してくれた。仏典にはしばしば大地が震動す
る唄えが登場する。それは奇瑞の前兆として述べられている。
　民族幼稚園では，園児たちが民族衣装を着てかわいらしい舞踊で遠来の訪問者たちを迎えて
くれた。さすがにカシュガルでは漢民族の風貌をもつ人々は少ない。ちなみにウルムチでは約
50パーセントの漢族に比して，カシュガルでは10パーセントほどではないかということを聞い
た。
　ガイドのヤリクン氏の案内で，カシュガル最大のモスクr清真寺』を参観した。かれらの礼
拝は，北京時間の7時30分，3（4）時30
分，5時30分，8時30分，10時30分の日に5
度である。その礼拝は，それぞれ4，10，
8，6，12回行われるという。我々が訪問し
た時にも，1群の人々が礼拝を行っていた。
礼拝堂に敷かれた大きな絨毬は，1人ずつが
礼拝できるスペースを確保できるように模様
で区切られている。イランのホメイニ師もこ
れまで4度来訪しているという。このモスク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑯
では毎週金曜になると1万人もの教徒たちが礼拝にやってくる。かれらの祈りのことばが
「アッラー・ホ・アクバール（アッラーは偉大なり）」である。アッラーを「藩主」と中国のイ
スラーム教徒たちは訳している。
　イスラーム教徒は豚を食べないということは知られている。実際にイスラーム教徒のかれら
に聞いてみると，「羊や馬や牛」は草食だからと答える。かれらの浄・不浄の観念には，長い歴
史にはぐくまれた食文化がある。
　ウルムチで，面白いことをガイド氏から聞いた。それは朱と猪（豚）が同音であるためにお
きた。14世紀の頃，イスラーム教を信奉するかれらのうち「朱」姓をもつ人々が，「猪」と音で
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ことばが一致してしまうために，猪（豚）を嫌うかれらは姓を朱から「黒」に変えたというの
である。ウルムチでは猪肉を「大肉」と称しているという。
　イスラーム教徒も割礼をする。ヤリクン氏によると，男子は7歳の時に割礼を行うという。
男子と異なり，女子は耳に孔を開ける。手術は，現代医学を修めた医師よりも，その施術にた
けている人に信頼が寄せられてい尋という。何でも気さくに話してくれる彼にカシュガルでの
一般的な収入を聞いてみた。先ず，銀行員が筆頭で月収は約2，000元，彼のようなガイド職で
1，100元，ほかはウルムチと同様7－800元とのことである。ウルムチでもガイド氏が，「何処に
行っても，銀行の建物が一番高く立派でしよう」，と話していたのが印象的であった。
　モスクの周囲は，日本の門前町のような賑わいである。土産物や衣類・日用雑貨のなかに
は，パキスタンからの品物が沢山商われている。そのどれもが安い。わざわざここまで来てパ
キスタン製のものを多量に仕入れて行く人々もいるという。まさに流通には国境はないという
感じである。報告者はムスリムが頭頂に被るお頭型の小さな白い帽子を買った。10元で各種4
つの帽子が渡されて驚いた。
　スケジュールでは，8日の21時40分発のXO9902便で，カシュガルからウルムチに戻ること
になっていた。ところがこの便も大幅に遅れ，なんと出発は24時30分発になるという。それま
ではバザールや職人街を散策し，夕食は空港に近い果樹園の屋外レストランでとることになっ
た。カシュガルでは葡萄のほか，柘榴や無花果が名高いという。果樹園屋外レストランでは，
幾組みかのグループが，子供連れで，広い庭に設けられた台座や椅子にすわっで食事を楽しん
でいる。漢族の家族は，1人っ子なのですぐわかる。
　今回の旅では北京から中国の西の端まで旅行をしたが，カシュガルでも現代中国における食
文化圏の広大な範囲を感じた。果樹園レストランには，仮設ステージが設けられていた。歌に
あわせて居合わせた客たちがダンスを思い思いに踊っている。報告者には，懐かしいインドで
も観た踊りの身振りが感じられた。歌われていた調べにも，異国の音色があった。一行が囲ん
だテーブルに近く．，円形の噴水池があった。噴水口の中央まで通じている細い路で，子供たち
が飛沫を浴びて遊んでいる。かれらの親たちは，宴で歓談し，子供も眼に入らない様子であ
る。我々も，戯れている子供たちの様子が多少危なげで気になつだが，そこで23時近くまで時
間をつぶさなければならない。
　屋外レストランに明かりが燈されたのは22時になってからであった。午後10時まで外は明る
いのである。明かりが灯される2時間ほど前に，噴水口の細い路から子供（女児）が滑って池
に落ちた。一緒にいた年長の男児の身体がぶつかったらしい。男児は手を差し伸べたがどうに
もならない。離れた席にいる以たちはこの異変に気付いていない。周囲の大人たちも，．突然の
ことで，ただ驚くばかりである。すると君嶋氏が疾風の如く池に駆け寄った。大きな身体を伏
して手を差し出し，溺れている子供の襟をつかんで無事に救い出した。周囲から歓声がおこっ
た。やがて，しばらくして，この女児の父親が友人ともども，葡萄酒を持ってお礼にやってき
た。女児は漢族の彼の1人子であったようである。席に戻ってからも，友人たちからその父親
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は気の毒なほど叱責されていた。
　空路カシュガルからウルムチに戻り，旅行社が手配した新彊ホリディイン・ホテルの立派な
スイート・ルーム（あまり時間が大幅に遅れたのですまないと思ったのであろう）で，一行が
おのおの仮眠についたのが9日の午前4時であった。その3時間後の午前7時には起床，北京
に戻るためにウルムチ空港へは8時半に着かねばならない。9日の10時15分発XOglO9便で，
一行が北京に戻6たのは13時30分であった。
　北京航空には，今回の旅行団が到着した際にもお世話になった現地ガイドの金女史が出迎え
てくれていた。その日は市内から少し離れた近代的なホテル「京三大別」ホテルが一行の宿舎
となった。ホテルへの道すがら，ガイドの金さんが，「皆さん，シルク・ロードの旅は如何でし
たか？中国ではシルク・ロードはクルシ（苦し）・ロードとも言われているんですよ。」と流暢
な日本語で言われて，一行は呵々大笑してしまった。その日の夕方には，北京雑技団サーカス
の見学が組み込まれていた。大人の足技で，子供が空中を毬のようにクルクルと回っている。
新書の博物館でも古代の遺物のなかに同様な人形があったことを思い起こしながら，遠景でウ
トウト眺めていると北京最後の夜は更けていった。
　〔この報告書は，現地の印象が薄れないためにと，帰国後すぐに纏めたものである。後で聞
くと，一行のうち，ほとんどが帰国後に体調を壊したらしい。最終日北京での氷か水が原因の
ようである。これまでのインドや南アジア旅行で身体に抗体ができていたものか，報告者は大
丈夫であった。この方面の旅行には細心（注意）が要る。それと，今回の旅行では初めて贋札
が出回っていることを知った。一行の1人が，カシュガルのホテルでの買い物の際に払った紙
幣のうち1枚の「50元紙幣」が贋札であった。換金はその都度ホテルでしているので，どう
も，旅の途中，町で受け取った釣り銭の中に紛れ込んでいたらしい。その贋札は指で強く擦る
と印刷が薄れるような粗悪なものであるという。中国各地でこうした贋札が出回っていて，被
害者には外国人も多いようである。〕
注
1．趙　撲初居士が寄せられた漢詩については，『人間の福祉』第7号（Eebruary　2000）
　　「中国，天台山・普　陀山への訪問」〔注〕3（186頁）に触れておいた。参照：拙著『三舞』（人と思
想106・清水書院）50－51頁。
2．二三学に関する我が国の一人者たちによる纏まった研究では，r講座・敦煙』全9巻（！980－92年，大
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3．前掲拙著『玄舞』166－167頁にも，このことを紹介してある。
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